
＜対策のポイント＞
森林の多面的機能の発揮と山村地域のコミュニティの維持・活性化を図るため、生活の身近にある里山林の継続的な保全管理や利用等の協働活動を促進

するとともに、森林空間をはじめとした多様な森林資源を活用した山村と都市との新たな関わり方を普及啓発します。

＜事業目標＞
○ 地域外からの活動参加者数（関係人口を含めた活動への参加者数）が増加した活動組織の割合を毎年度増加
○ Forest Styleネットワークの登録数（307団体等［令和３年度］→ 610団体等［令和８年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．森林・山村多面的機能発揮対策 1,020,025（1,363,188）千円
森林の多面的機能の発揮とともに関係人口の創出を通じ、山村地域のコミュニティ

の維持・活性化を図るため、地域住民や地域外関係者等による活動組織が実施
する森林の保全管理、森林資源の活用を図る取組等を支援します。

２．新たな森林空間利用創出対策 35,557（ー）千円
山村地域やその住民と継続的かつ多様に関わる「関係人口」を拡大させていくため、

都市住民も含めWell-Beingの向上につながる森林コンテンツの育成・普及に向け
た取組や、「日本美しの森 お薦め国有林」の重点的な環境整備等を行います。

［お問い合わせ先］（１の事業、２の事業の一部）林野庁森林利用課（03-3502-0048）
（２の事業の一部） 経営企画課（03-6744-2321）

＜事業の流れ＞

国

国 民間団体
委託

地域協議会 活動組織 （１の事業の一部）

定額、1/2、1/3以内

都道府県 市町村
定額定額

（１の事業の一部及び２の事業の一部）

定額、1/2、1/3以内

※国有林においては、直轄で実施（２の事業の一部）
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森林空間利用等のニーズ調査

• 地元の高齢者に運動
習慣をつけたい

• 環境教育とｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰ
ﾆﾝｸﾞを一緒にしたい

WEBサイト作成フォーラムの開催

○メインメニュー

【令和５年度予算概算決定額 1,055,582（1,363,188）千円】



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦ 1,008,943（1,349,335）千円
① 地域住⺠や地域外関係者（関係⼈⼝）等による３名以上で構成する活動組
織が実施する⾥⼭林の保全、森林資源の利活⽤等の取組を⽀援します。
② ⾥⼭林の保全等（メインメニュー）の活動に組み合わせて実施する、路網の補修、
関係⼈⼝の創出・維持等の活動（サイドメニュー）を⽀援します。

２．森林・⼭村多⾯的機能発揮対策評価検証事業 11,082（13,853）千円
① 森林・⼭村多⾯的機能発揮対策交付⾦による活動の成果を評価・検証します。
② 地域協議会、活動組織を集めた活動内容の報告・意⾒交換会等を開催します。

森林・⼭村地域振興対策のうち
森林・⼭村多⾯的機能発揮対策（継続） 【令和５年度予算概算決定額 1,020,025（1,363,188）千円】

＜事業の流れ＞

［お問い合わせ先］林野庁森林利⽤課（03-3502-0048）

このボックス内は12pt 枠の上下幅調整可 上下中央揃え＜対策のポイント＞
森林の多⾯的機能の発揮とともに、関係⼈⼝の創出を通じた⼭村地域のコミュニティの維持・活性化を図るため、地域住⺠や地域外関係者等から構成され
る活動組織が実施する森林の保全管理、森林資源の活⽤を図る取組等を⽀援します。

＜事業⽬標＞
○ 各⽀援メニューごとに設定された森林の多⾯的機能の発揮に関する⽬標を達成した活動組織の割合（８割 ［令和８年度まで］）
○ 地域外からの活動参加者数（関係⼈⼝を含めた活動への参加者数）が増加した活動組織の割合を毎年度増加
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森林・山村地域振興対策のうち

新たな森林空間利用創出対策（新規）
【令和５年度予算概算決定額 35,557（ ー ）千円】

＜対策のポイント＞
山村地域やその住民と継続的かつ多様に関わる「関係人口」を拡大させていくため、都市住民も含めWell-Beingの向上につながる森林コンテンツの育成・普
及に向けた取組や、「日本美しの森 お薦め国有林」の重点的な環境整備等を行います。

＜事業目標＞
○ Forest Styleネットワークの登録数（307団体等［令和３年度］→ 610団体等［令和８年度まで］）
○ 重点整備された「日本美しの森 お薦め国有林（レクリエーションの森）」の利用者数（平成29年度比50%以上増 ［令和６年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．森林コンテンツ育成・普及対策 10,000（ ー ）千円
地域が、間伐体験、木工教室、自然保育、キャンプ場など森林資源を活用した多

様なコンテンツ（体験プログラムを含む）の複合化・上質化に向けて取り組めるよう、
健康づくり、人材育成、生産性向上等に取り組みたい地域や企業等に対するニー
ズ調査及びマッチング機会の創出を実施します。

２．森林景観を活かした観光資源の整備事業 25,557（ ー ）千円
「日本美しの森 お薦め国有林」において、外国人旅行者を含めた観光利用を推

進するため重点的な環境整備等を実施します。
① 多言語による情報発信や木道整備等の実施
② 安全に利用できるための通話可能エリアマップ等の整備
③ 「新たな日常」を見据えたワーケーション環境の整備等
※環境省との連携強化（R3.4.28両大臣による公表）を契機に更なる利用推進

を図るための環境整備等を実施

＜事業の流れ＞
委託

国 民間団体

※国有林においては、直轄で実施

Well-Beingの向上、関係人口の拡大

森林景観を活かした観光資源の整備事業

［お問い合わせ先］（１の事業）林野庁森林利用課（03-3502-0048）
（２の事業） 経営企画課（03-6744-2323）

森林コンテンツ育成・普及対策

ワーケーション環境の
整備（Wi-Fi整備）

動画によるPR

通話可能エリアマップの整備

木道の整備

都市部の潜在需要層

• 地元の高齢者に運動
習慣をつけたい

• 環境教育とｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰ
ﾆﾝｸﾞを一緒にしたい

WEBサイト作成フォーラムの開催

マッチング機会の創出

森林空間利用等のニーズ調査
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